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７
月
初
旬
に
、
Ｃ
ｏ
Ｄ
Ｅ
（
獅
外
災
鱒
援
助
市
民
セ
ン
タ
１
）
の
要
一

鮒
で
ス
リ
ラ
ン
カ
の
津
波
披
災
地
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
｜

ま
た
柵
鬮
し
て
す
ぐ
に
「
市
民
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
中
越
被
災
地
に
一

つ
い
て
の
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
訪
問
の
目
的
は
、
被
災
し
た
漁
民
が
結
成
し
よ
う
と
す
一

る
協
同
紅
合
の
支
援
で
す
。
近
海
で
と
れ
た
魚
を
近
く
の
巾
場
で
死
り
、
一

残
り
は
自
分
達
で
食
べ
た
り
下
物
に
し
た
り
す
る
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
－

す
。
津
波
は
、
彼
ら
の
舟
を
錬
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
支
援
で
得
た
―

少
な
い
脚
や
漁
具
を
共
有
し
て
糺
合
を
迎
営
し
よ
う
と
い
う
減
み
で
す
。

仏
教
の
教
え
に
鍵
づ
く
相
且
扶
助
の
仕
組
み
が
昔
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
の
考
え
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

一
方
、
市
民
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
中
越
復
興
の
亟
璽
な
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
地
域
産
業
の
復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
可

能
性
に
つ
い
て
識
論
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
中
山
間
部
に
お
け
る
災
露
と

い
う
こ
と
で
、
過
疎
の
集
落
が
存
続
で
き
る
の
か
ど
う
か
が
大
き
な
問

題
と
な
り
ま
す
。
米
つ
く
り
の
近
代
化
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
越

の
ブ
ラ
ン
ド
米
の
多
く
は
、
棚
田
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
山
間
地
の
小

規
摸
股
地
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
中
越
で
も
経
蔬
効
率
に
は
ほ
ど
遠
い
と
こ
ろ
で
、

絲
済
と
暮
ら
し
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
が
実
感
さ
れ
ま

し
た
。
都
市
部
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
が
、
い
ろ
ん
な
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー

な
漉
動
を
立
ち
上
げ
る
な
か
で
生
ま
れ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
も
経
済
（
生
産
・
流
通
）
と
暮
ら
し
を
結
び
つ
け
る
拭
み
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
ス
リ
ラ
ン
カ
も
中
越
も
想
像
力
を
働
か
せ
れ
ば
身
近
な
も
の

に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
世
界
中
で
国
際
企
業
が
朋
発
途
上
国
に
進
出
し
て
い
る
グ
ロ
ー

パ
リ
ズ
ム
が
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
内
的
に
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
企
業

の
進
出
で
経
済
の
一
人
歩
き
に
よ
り
地
域
の
特
性
が
失
わ
れ
て
行
く
中
、

縄
済
と
暮
ら
し
の
結
び
つ
き
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
押
し

柵
め
る
の
は
、
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ピ
ジ
ネ
ス
な

践
応
渇
鍵
鰯
』
乱
》
欝
将
譲
溌
賑
綴
雛
１
人
》

じ
て
「
も
う
一
つ
の
経
済
」
を
支
え
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
た

ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

し
み
ん
基
金
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
常
務
理
事
野
崎
隆
一

▼
十
年
目
の
ひ
と
り
ご
と

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々

▽
あ
と
が
き

▽
平
成
十
七
年
度
総
会
報
告

▼
助
成
金
情
報
掲
示
板

▼
オ
レ
ン
ジ
ス
リ
フ
テ
ィ
訪
問
記

▼
率
成
十
六
年
度
は
あ
～
と
ふ
る

助
成
合
松
団
体
の
こ
え

▽
ぼ
た
ん
の
会
の
取
り
組
み

竹
下
繁
子
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

ぼ
た
ん
の
会
・
夜
会

▼
ス
リ
ラ
ン
カ
と
中
越
を
と
お
し
て

想
う

②
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多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ノ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
鶴
力
し
て
、
社
会
的
な
灘
蔭
迩
も
つ
事
梁
に
取
り
運
疑

獄
戯
に
応
じ
て
収
益
の
璽
元
を
受
け
る
だ
け
で
ば
な
く
癖
蕊
を
麺
じ
て
鯨
し
い
交
流

の
軸
が
生
ま
れ
る
こ
と
護
目
禰
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
一
月
に
女
僅
の
竹
下
量
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
達
．
ま
た
、

五
月
に
は
翰
ぼ
た
ん
の
会
。
夜
会
が
行
わ
れ
室
し
た
。

ぼたんの会の竹下景子卜竹下景子トークショートークショー

取
り
艇
み

１月18日松方ホールにて、「震災１０周年、竹下景子さんをお迎えして」
と題してトークショーが行われました。

ｌｉ１ｌ１戸新聞社の社会部記者磯辺磯子さん、アートサポートセンターの勝､訓
さん、しみん」雛こうぺill1騨長の黒山裕子が，竹下:|i汗さんのお話のお;'1]手
をさせていただきました。

また、トークショーをはさむようにして、ヴァイオリンの金MlI潔さん、
ビア／の高烏春樹さんのコンサートがあり、会場に詰め掛けた参加者の方々
の心にしみ入る素晴らしい臓奏を奏でました。

補
戸
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ノ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
鶴
力
し
て
取
り
魁
ん
で

い
る
「
ぼ
た
ん
の
会
」
は
、
自
立
の
た
め
の
財
演
鍾
保

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
定
藩
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
ぼ
た
ん
の
会
」
の
癬
蕊
は
、
そ
こ
に
参
加
さ
れ
る
髄

さ
ん
が
、
近
溌
を
露
り
合
い
、
文
化
達
楽
し
み
な
が
ら
、

次
代
を
担
う
人
材
や
市
民
活
動
団
体
窪
財
政
的
に
支
鍾
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
蕊
す
。

藤年、「復興支援コンサート」で被災された方の作られた詩の朗読を続けてこられた竹下さんは、
「最初の頃は､震災の体験を直接あらわした詩が多かったように思います。

その方その方の体験からしか生まれない気持ちがあまりにも重くて､それを1ﾖ分のＷ１で砥えるのは
大変だなと思うこともありました。・・年月を経ることによって、未来に向けての思いが感じられる
ようになりました。

昨flH感じたのは､それでもやっぱり、失ったものへの悲しみ､》|iみば抱えたままということです。
淡而は笑顔で生活しているように見受けられても、》'１みiMfしみは同じようにあり、それを乗り越えて
今があると感じました。
１０年という年月の間に、小さい子供は中学生、胤校生に育っているということ。・・
一つ一つの記憶を忘れないでほしい｡個々の体験を乗り越えたところで明日にどのように繋げて
いくか、そういう作業をしていく勝則なのかなと思います。…」と語られました。

トークショーの蹴後に、竹下さんは、詩集「明|]への記ｉｉｉ～１．１７のために～」よい被災された方の
響かれた２つの詩「ミモザの花」（水ilmlll｢子作）と、「一月-'一七m暦へ」（堅､徽貨子作）を朗読されました

～アンケートより～

今年は震災１０年F1の年ということもありⅢ市内の各地で
追悼公斌がＩＩｊｉされました力(、これまで参１１ルた公櫨の１１１でも、
本日の公腕力<一耐ﾉﾘ窓力Ⅷかつたと感じました。竹1;}1ｔ子さんの
｢似JH文扱コンサート」での勝のＭ１説は､震災５０１Mｲ'1のｲ1二まで
毎ｲﾄﾞ縦けていただきたいと思います｡マイメモリーの生演奏にも
とても感勤いたしました｡企llllさんとi撒帰さんは蝋hiのコンビ
でした。（４０才男性）

Ｐ｡■￣

鱸
▲
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鶴鯵 五
月
二
十
日
や
興
人
館
に
囲
ま
れ
た
北
野
ガ
、
ム
フ
ン
で
ぼ
た
ん
の
会
・
夜
会
が

園
か
れ
、
三
百
人
以
上
の
参
加
者
が
雌
れ
霞
し
た
。
育
々
と
光
る
芝
生
患
踏
み
歩
き

な
が
ら
砿
蔵
し
た
り
、
議
し
い
古
典
興
臓
を
見
た
り
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
週

ご
し
霞
し
た
。
ヴ
イ
ッ
セ
ル
神
戸
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
淘
会
の
小
山
乃
里
子
さ
ん
も
お

忙
し
鮴
中
、
か
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
会
溺
に
は
、
テ
ノ
ー
ル
や
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
の
梁
し
い
蔵
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
筆
や
か
な
音
色
や
諺
マ
ジ
ッ
ク
に
憲
弄
さ
れ

た
参
加
者
の
笑
い
声
が
壕
き
ま
し
た
。

鯵

蕊
’＝

Ｉ

風に吹かれながらガーデンでの食事

夜
会
億
今
年
で
三
回
目
、
会
擾
の
半
分
は
、
復
興
の
遇
璽
で
鑓
域
社
会
に
根
付
い

て
活
幽
を
鍵
け
て
き
た
多
く
の
団
体
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

憾
段
は
活
動
の
籾
を
興
に
す
る
た
め
、
な
か
な
か
國
逢
あ
わ
せ
る
率
の
な
い
団
体

ス
タ
ッ
フ
連
が
、
鱈
し
込
む
蜜
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
重
た
、
露
族
づ
雛
で
鯵
籾
し
て

活
画
仲
陶
蕊
蔵
族
に
顎
介
す
る
光
最
も
。

寒
年
の
函
擢
と
落
会
を
譲
っ
て
夜
会
は
塗
況
の
う
ち
に
お
関
琶
と
な
り
ま
し
た
。

閲に浮かびあがる

南インド古典蕊踊

蕊一癖

露鐘

籠鰯１
,iｉｌｌ 薑讓i鑿驫『二？＝１

ヴィッセル神戸の外人プレーヤー達も家族辿れでなごやかに

霧=-腋……ト
松本燕平さんと木下干佐子さんにいざなわれて

オペラ「カルメン」の世界へ

－３－
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蝿

平成１６年度、

雲
・
Ｉ
Ⅱ
１霊

夢一劃噂

１m`iiil鐸！
￣

回

７６鼬
■

ｉｉｉ

■
６
ｍ
用
。
■！

Ｉ「
１
回
・
凸蝋』蟻響iｉ ☆平成１６年度のはあ～とふるふあんど

助成合柵団体より寄せられたお便りを
御紹介いたします。

しみん基金こうぺは、はあ～とふる
ふあんど助成金の頑務のお手伝いを
させていただいております。）

尚平成17年度合格団体は以下の通り
でZrb

"殻

艇災から１０隼が職ち、当IMF、６()代だった方々でiill【卿にIiiH砿って米られた

方々が入所なさっているlliIMllに参りますと、お－人お－人の人生が垣''１１｣iL;ｈ

たりすることもあり、本当にご糠労樅でしたという気持ちになります。職側

の方も１１↑liAl畠禰のお世話がとても大変そうで、少しの１１１１でも、入所者の力々
も職興の方々も楽しんで傾けたらと思い、色々な１１１１やゲームなどの企Wiiをし

て訪問させて蚊いて居ります。今１回1は打楽器のlMi入に蝋助成金を使わせてjliii

きまして、セッションで使)'1しております。握ったりl111いたりする動作によ
って少しでも機能回復に役立ったり、また肝を１１１１いて蝋じることによって心

の安らぎになっていただければと思って頑張ってjiiilりますので、今後共、jiil，
趣の微な底辺で活動していらっしゃる多くの力点にM1ソルて頂ければ幸いで
はないかと思います。

（ＪＩＫ成１６年度はあ～とふるふあんど

助成金合橘団体「ハーモニー」文・写奥とも）

平成１７年度はあとふる合桧団体一風

ｌＩｑｌ団体名

１１１グループ・リハ
２１，M蔓区市民ふれあいコンサート更i〒要瓦要
３１１老人会ふれあいＩＥＩ趣会

４１１みかげふれあい随康麻雀会

５１１日本菅ぱなしの会

難。 ６１１（特）ＳＵＮ座

７１１上郡ブロバスクラブ清流会誌鑑相談所
８１１椅定非営利活動法人バイオマスフォーラムたんは

１１蝋辮i蕊:ｉｔ(?,､iii＿－巴￣

密掴
IOM■、 ｇｌｌ兵庫ﾘIL移送サービスネットワーク

T5-ll特定非瞥利活助法人黄河の森縁化ネットワーク
IＩＪ
４

Ｙ叢２

一一》】
軍
乞

１１１|すみれ会

1211輪になろう芦展組の会(ワツプ会）
１３１１ＭＯＡ美術餌芦屋児童作品展実行委興会

Ｔ
■
乱

鬘
一宝

14111（特）にＵのかけ橘
１５１兵庫眼巫初子バスケットボール亜辺

１６芦塁市障護児教育研究圏麗会

１７（特）三田ラグビーフットボールクラブ

1８くすのきグループ
１９ガールスカウト日本X1ulH兵HiZMlL第６１ｐ１

b

２０１兵lTlnILスポーツパトン協会

２１１１ハーモニーズ

2211小野市ひまわり会

2311市場｢水辺の栗校｣椎j瞳t２５劃会
２４１m言重罪露U蒜Ui震う厄国祷音楽怪会

2511ＣＯＤＥ海外災智援助市民センター

2611特定非営利活肋法人マサ 一サポートの会

2711車椅子ダンスひめじ

2811アルファグリーンネツト西淡支部

2911被災高齢調臓字教室「ひまわりの会J
3011神戸大学陣誓者解放研究会

、

３１１１月が丘子育て支援パンダ

3211手づくりボランティア(かえで）

３３１１珍ちくりん｣Ｍ団

3411兵mnlLスポーツチヤンバラ協眼会

－４－

■ｌ

,…平成１６年塵_:！

Nｑ 団体名

１ グループ・リハ

２ ;ｊＵ豐陸､、ﾖﾐ心､TLめいヨンワートニ謡JTg52j:L=

３ 老人会ふれあいＮＪＩ趣会

みかげふれあい(1m康麻雀会

日本菅ぱなしの会

(特）ＳＵＮ座

７ ｆ刀冒ITノＬＩ′Ｉグヘッフノ】F｢Z;了ｒ＝写s百J百1fI因XIH/｢

将定非酋利活動法人バイオマスフオ一つムたんは

兵庫ﾘ(L移送サービスネットワーク

1０ 垳守疋色ｼﾞﾄﾞ湾守りi百31」)i玄ﾉﾐｺｴ刈叫Ei示符K1Eイ己ツｒゾーン

１１ すみれ会

１２

1３ ＭＤＡ當差piW醒戸』蓬ｙ邑写TFmf夢ミヨ足1丁呈弩』属L＝

1４ (特）にじのかけ橘

１５ 』ﾓIu1LyiL上LLJIi１ナノNハケツトァi定￣ﾉﾚﾘｭｮ

1６ 究協麗会

１７ Ｗ;ノー山フグこ￣グツトア而一ﾉＰツフゾ

１８ くすのきグループ

１９ カーノレスカワトIEIｦT75y糾騨-唾ljJLlJlと醜ＵＵｕｌ

２０ 兵InnlLスポーツパトン協会

２１ ハーモニーズ

２２ 小雰市ひまわり会

２Ｓ 両ｴ烏１．Ｋｴﾋﾞ上の爵ﾐﾖ父」ョ震､璽贋劃菫写

２４ 特定非営弄り活動法人国際音楽怪会牽一率一ｍ

ＣＯＤＥ海外災智援助市民センター
荷疋ﾆﾗ'三f図矛Wi2i〃ｊｉ云ﾉLマT7-ワ71ミートＶ,】冒冒

叫ｴ椅子ダンスひめじ

アルファグリーンネット西淡支部

２
’
３

KX2lL沼1肺:街11飢目子淳2塁２１゜表わり山三月」

N甲戸メピ弓己I写B雪二ｍl鳶JDI何t云起冒三

月が量子蒜H｢て支援パンダ

手づくりボランティア(かえで）

珍ちくりん｣劇団
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定着しつつある新システム

しみん基金こうべでは、市氏の橡繊から

いただきました会澱、寄付金等を基礎とし

て、様々な71丁民活動をされておられる団体

様のための助成事業を腿閲してきました。

しかし財政的な状況は、まだまだ充分と

はいえません。そこで、昨年より、新たな

システムを導入しました。

そのひとつは、家電や衣類のリサイクル

寄付事業です。このうち、衣類のほうは、

衣類やバッグ、アクセサリー蝶を扱う業者

さんである「オレンジスリフティ」様にご

協力をいただいて進めています。

オレンジスリフティの店頭で衣類の寄付

を受付けていただき、査定の後、換金した

額の一部をしみん基金こうべに寄付してい
ただくというしくみです。

オレンジスリフティ六甲店は、築年数浅い感じ。

清潔で明るい雰囲気。広々としたフロア。
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商品の置き方にも適当に空間があり、

床板は店名（ＯＲＡＮＧＥＴＨＲ１ＦＴＹ）の入った木製、

濃淡のある茶色の板を交互に配したおしゃれな感じ。

ＢＧＭは軽快なウェスタン風。

色とりどりの子供服や大人の衣類がハンガーにかかっています。

一見して古蔚屋さんという印象はなく、おしゃれな

子供服のブティックのよう。

衣類の入った紙袋を抱えて店内に入ると、若い女性の店員さんが、

｢チャリティーのお品ですね」と、にこやかに声をかけてくれました‘

そして、しみん基金こうべのリサイクル寄付システムの脱明を

わかりやすく笹いた紙を出してチャリティーシステムの説明をして

くれました。

六甲店は、４人の店員が交代制で、年中無休の体制を維持している

そうです。店に避いている多くの品は、オーナーがアメリカや

ヨーロッパから仕入れた衣類。位札にＥｎｇｌａｎｄなどの国名

表示がありました。
P
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オレンジスリフティ六甲店
連絡先

ｔｅｌＯ７８－８５８－７０９０

２０分ほどおじゃましましたが、いろいろなお話が聞けて楽しい

ひとときでした。こういうお店なら、と安心して六甲道を後にしま

した。
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平成17年度総会報告

、月２７日（金）、しみん基金こうべ事務局にて定時
がIlI11Miされました。議案である平成１６年度の頚

業報告・決鰍、平成１７年度事業計画・予算について嬬
繊が行われ、すべて承認されました｡ ノ
平成１７年腿の主な罫錐予定を御紹介させていただき

ます。しみん難金こうべの助成事業は、10月頃に予定
しております。また、提携事業は、昨年から引き続いて、
衣類や家電のリサイクル寄付事業．阪神高齢者，障害者
支援ネットワーク様からタオルなどのバザー売り上げを
寄付していただく形での事業を予定しております。さら
に．はあ～とふるふあんど委員会からの受託があれば．
事務をお引き受けすみ予定でございます。その他．ぼた
んの会珈務局等も継統させていただきます。

〃
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雌後に．しみん基金こうべは、災害救援をきっかけに
発足して以来、皆様からの会費やご寄付などをもとにし
て活動を続けてまいり鳶した。しかし、財政面につきま
しては寄付額が減少し団体への支援活動を継続するに
あたって．充分な財源が確保されている状態とはいえま
せん。今後ともみなさまからのご支援、ご協力のほど宜
しくお願い順し上げます．

〆

く平成１７年迦営体1M＞

迦瓢長熟田裕子
副迦襲長村井雅澗
副理事長西正典
専務理事瀬戸ロに三郎
常務理事野I1lili隆一
理事戎正I1ili
理蝋大蜘並太郎
理蕊飛剛雄一
埋駆村上和子
理事山岸ひろ子
理事山岡賊
理事渥美公秀
理事奥井秀樹
監事森田拓也
監事佐藤附安

本年度もよろしくお願いいたします．

－６－
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勢助成情報掲示板熱伴勢
￣ ￣

〔県民ボランタリー活動助成〕

この助成金は、県民の地域活動への主体的な参加を促し、
ポランタリー活動の裾野を拡大するとともに、県民自らが
行うポランタリー活動の支媛を通じて、活動の安定的かつ
継続的な発展を図ることを目的としています。

助成金の交付を受けようとするグループ・団体は、各市区郡町
社会福祉協議会へのエントリー（事前申込）書の提出が必要です。

愚、
対象団体： 平成１７年度にNPO法の定める１７分野の活動を１２日以上

行う棚成員5人以上の県内のボランティアグループ・団体
その他要件あり

兵miIIAiW:会禍祉脳搬鐺から
WiIIillをいただきをした．

－件あたりの助成金菰：対象経費の2分の1以内（上限3万円）

エントリー瞥受付期間：平成17年７月１日（金）～９月９日（金）
申誘は助成要件を満たした段階で随時提出

お問い合わせ先：ひょうごポランタリープラザ（兵庫県社会福祉協籠会）
TELO78-360-8845FAXO78-360-8848

URL：http://www､hyogo-vplazaJp／
￣ －－

￣￣￣

〔高齢者福祉助成〕

活力あふれる長寿社会を実現するため、高齢者を
対象にした福祉活動や高齢者の社会参加を支援する
活動に対して助成する。

対象：簡齢者を対象とする地域福祉活動や櫛齢者の社会
参加支援活助で、滋澗県、京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、和歌山県、京都市、大阪市、神戸市の社会
福祉協議会の推薦を受けた活動

大阪ガスグループ柵祉１１１Ｍから
備報をいただき膜した．

－－

現場で汗を流して活動されている団体・ボランティア
等の先駆的・継続的な活動を歓迎
その他要件あり

－件あたりの助成限度額：３０万円

助成対象の活動期間：平成１８年４月～１９年２月末まで

お問い合わせ先：上記各社会福祉協議会

または大阪ガスグループ福祉財団
TELO78-24Z-4633（兵庫県社会福祉協議会）

078-271-5314（神戸市社会福祉協議会）

￣ ￣

－－－－－－－－-－－－－－－－－１■■■ﾛﾛ』..＿＿

;Ij6i”iﾙ"O5io6八'・ｿ･“ このページは、いろいろな団体の助成金にIＡＩするlMiVliを
褐戦するコーナーです”1Ｈ１成金広告の掛蛾をご希望の方は
しみん基金こうぺの１$秘liiiまでご－ｻﾞMください。
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議鬮 １０年目のひとりごと
～落ちこぼれ～

つい鑑近、高校の同窓会の案内が届いた。落ちこぼれ学生だった私は、卒業して以来、
母校に立ち寄る機会もなく、同窓会にも顔を出したことさえないが、ふと、母校で最初に
教えられたことを思い出した。私の通った公立高校では、入学式の日．「この本の中身、
そのものが当校の精神であるので、しっかりと熟読するように」と全員に－冊の本が手渡
される。本のタイトルは「自由と規律」著者の池田潔氏が１９２０年代に英国・パブリッ
クスクールで受けた教育を描いている。自由と放縦を区別し、若いうちに自律の精神を身
につける教育は、日本の多くの教育関係者にも影響を与えている。「規律あるところに自
由は存在し、自由あるところには規律が存在する」という考え方である。また、「規律と
は教えるものではなく、学校生活を通して自らが学び、実践するものである」となる。一
般社会において通用する自律の精神を培うこと、そして、社会のルールをわきまえた上で↑
主張すべきは主張することが求められる。そこには、自立と自律を兼ね備えた個人の確立
が不可欠なのだ。英国では、このような精神的、文化的な基盤に支えられて、グラウンド
ワークやチヤリテイコミシティ等のポランタリーな活動や組織が地域に根ざし存在してい
る。そして、社会において「公」の一部をしっかりと担う存在となっている。
ポランタリーな市民活動（ＮＧＯ・ＮＰＯ）が日本において、社会的に取り上げられる
ようになって１０年余り、活動のフィールドは広がり、様々な場面で活躍が見られる。し
かし、市民活動が本当に「公」の一部を担っていくとすれば、それを支える精神的、文化
的基盤がしっかりとしていなければならないし、私たち市民活動団体自身も、自立と自律
を兼ね備えた「自由と規律」ある存在へと変わっていく必要性を感じる。２０数年前に教
わった事を今頃になって思い返す私は、やっぱり落ちこぼれに違いない。
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